
■ 新任用教員紹介 
2020年4月1日付

●外国語学部
講師 前 田 明 美  
（専攻分野：スペイン文学）

●外国語学部
講師 中沢 知 史  
（専攻分野：ラテンアメリカ地域研究、政治学）

●外国語学部
講師 PETERSEN, Esben
（専攻分野：教会史、宗教学）

●経済学部
准教授 神 野 真 敏
（専攻分野：社会保障論、経済政策）

●理工学部
教授 本 田 晋 也
（専攻分野：組込みシステム）

●理工学部
教授 稲 垣 伸 吉
（専攻分野：ロボット工学、自律分散システム）

●人類学研究所
嘱託講師（博士研究員）　中川朋 美
（専攻分野：考古学、人類学）

●外国語教育センター
語学講師（L.I.） ELMETAHER, Hosam
（専攻分野：英語教育）

語学講師（L.I.） LEAR, Christopher
（専攻分野：英語教育）

語学講師（L.I.） CAHILL, Kathleen
（専攻分野：英語教育）

語学講師（L.I.） GAGNON, Greg
（専攻分野：英語教育）

●教職センター/人文学部
准教授 米 津 直 希
（専攻分野：教育経営学、教育行政学）

●保健センター
助教 勝 野 飛 鳥
（専攻分野：臨床心理学、心理学）

●保健センター
助教 香 川 容 子
（専攻分野：臨床心理学）

2020年9月1日付

●人文学部
講師 寒 野 康 太
（専攻分野：教養神学、基礎神学）

●人文学部
講師 ABRAHAM, Joy Plathottathil
（専攻分野：実践神学、心理学）
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【人文学部】
【外国語学部】
【経済学部】
【経営学部】

7名
7名
3名
3名

【法学部】
【総合政策学部】
【理工学部】

3名
4名
3名

■ 2019年度 学長表彰
卒業予定者のうち品行方正で、学業あるいは課外活動で特に優

れた成績を修めた学生、または特に顕著な善行が在学中継続した学
生30名に、その努力と栄誉を称え、学長から表彰盾を授与しました。

■ 新型コロナ対策学生応援
　募金のご協力のお願い
　南山大学では、新型コロナウイルス感染
症に伴う緊急の学生支援策を行うために、
「新型コロナ対策学生応援募金」を開始し
ました。すべての学生が学修を継続できる環
境を確保し、誰一人経済的な理由で勉学を
諦めることのないよう、支援を行ってまいりま
すので、皆さまからのあたたかいご支援・ご
協力のほど、よろしくお願い申し上げます。
　詳しくは南山大学公式Web
ページでご確認ください。

■ 退職 ■ 名誉教授称号授与
　次の9名の教授に対しその功績を称え、
名誉教授の称号を授与しました。
2019年4月1日付

●人文学部
榎本鐘司 教授
2020年4月1日付

●人文学部
CAVALLAR, Osvaldo 教授
●人文学部
坂井信三  教授
●人文学部
SWANSON, Paul  教授
●人文学部
鳥巣義文  教授
●人文学部
横山輝雄  教授
●経済学部
大谷津晴夫  教授
●経営学部
斎藤孝一  教授
●短期大学部
市瀬英昭  教授

2019年3月31日付
●人文学部
教授 CAVALLAR, Osvaldo
教授 奥 山 倫 明 　
教授 大 塚 達 朗
教授 坂 井 信 三
教授 SWANSON, Paul
教授 鳥 巣 義 文
教授 横 山 輝 雄

●外国語学部
准教授 大 澤 広 晃
講師 遠 藤 健 太
講師 岩 崎 　 賢
講師 角山 朋 子
講師 SAKAMOTO, Fern 
講師 坂 本 真 一
●経済学部
教授 大谷津晴夫 

■ 学位
OTTOSON, Kevin 語学講師（L.I） 
外国語教育センター
博士（Educational Leadership）
University of New England
2018年12月31日付

MILES, Richard 講師
国際教養学部
博士（Doctor of Philosophy）
Macquarie University
2020年2月20日付

本学名誉教授 阿江茂氏がご逝去
本学名誉教授の阿江茂氏（93歳）が、2020年
7月30日にご逝去されました。謹んで哀悼の意
を表します。

本学名誉教授 泉ひさ氏がご逝去
本学名誉教授の泉ひさ氏（93歳）が、2020年
2月27日にご逝去されました。謹んで哀悼の意
を表します。

本学名誉教授 浜名優美氏がご逝去
本学名誉教授の浜名優美氏（72歳）が、2020年
2月25日にご逝去されました。謹んで哀悼の意
を表します。

■ 寄附者ご芳名
「南山大学レーモンド・リノベーション・プロジェクト募金」
へのご協力に感謝いたします。

「南山大学教育研究支援」へのご協力に感謝いたします。

「新型コロナ対策学生応援募金」へのご協力に感謝いたします。

匿名ご希望者
3名様

匿名ご希望者
1名様 1団体様

■ 友の会

南山大学友の会会員募集中
　南山大学の教育・研究活動にご支援いただける
一般および法人会員を募集しております。
［年会費］
一般会員 1口 10,000円  
法人会員 1口 30,000円
※何口でもお申込みいただけます。
友の会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/tomonokai/index.html

　友の会は南山大学をご支援いただ
いている一般および法人会員によって
組織されており、本年7月1日現在の会
員数は一般会員181名、法人会員125
法人となっています。
　今年度の南山大学友の会評議員
会・総会は、新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から中止となり、役員に
よる書面審議が行われました。（1）
2019年度事業報告および決算報告、
（2）2020年度事業計画（案）および予
算（案）について審議され、それぞれ承
認されました。

https://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/bokin/covid-19/

お問い合わせ先：南山大学学長室
Phone：052-832-3113
E-mail：gaku-koho@nanzan.ac.jp

●経営学部
教授 斎 藤 孝 一
准教授 堀 田 　 治
講師 李 　エン　
●法学部
講師 三 上 佳 佑 　
●理工学部
教授 福 嶋 雅 夫
教授 杉 浦 　 洋 　
●国際教養学部
准教授 吉田早悠里

●短期大学部
教授 市 瀬 英 昭 　
●法務研究科
教授 都 筑 満 雄 　
●外国語教育センター
語学講師(L.I.)  GOTOH, Mie
●保健センター
助教 日比野円香
●国際センター
講師 森 由卯 子 　

中 根 貞 幸 様
牟田口義美 様

佐 野 恵 子 様水 野 壽 子 様
安 田 文 吉 様

岡 田 コ ウ 様
三 鬼 雷 多 様

徳倉建設株式会社
代表取締役　徳 倉 正 晴 様

宗教法人カトリック神言修道会 様
物質文化研究会 様
三機工業株式会社中部支社
常務執行役員・支社長　朝 倉 和 昭 様

南山経済人クラブ 様

【人文学部】
【外国語学部】
【経済学部】
【経営学部】

21名
21名
15名
15名

【法学部】
【総合政策学部】
【理工学部】
【国際教養学部】

15名
15名
12名
9名

■ 2020年度 学部長表彰
年度ごとに品行方正で学業に優れた成績を修めた
学生123名に、その努力を称え学部長から表彰状を授
与しました。



コロナ禍の影響でご挨拶が遅れましたが、新体制の執

行部を紹介させていただきます。今年度から、大学規模の

拡大および事務量の増大を考慮して副学長4人体制とし

ました。私自身は新任のため学ぶことが多くて、それにパンデ

ミックの現状への対策を模索するために益々副学長それぞ

れの力を借りなければなりません。力を合わせて現状を最善

の形で乗り越えて、コロナ禍後の大学体制への準備を続

けています。第２クォーターには、入学以来一度もキャンパス

に来ていない１年次生のために特別出校日を設け、直接

皆さんのお顔を見てお話をすることができました。また、第３

クォーターからは、一部の科目で対面授業を再開します。

「うつらない工夫 うつさない配慮 人間の尊厳のために」と

いう本学の方針に基づき、万全の感染防止対策を講じる

とともに、交流の場としてのキャンパスの賑わいを心待ちにし

ています。皆さんのご健康と大学の更なる発展を祈りつつ、

皆さんに直接会える日を楽しみにしています。

 
 　

　南山大学は、2021年9月、創立75
周年を迎えます。1932年の旧制南山
中学校の設置で始まった「南山」
は、戦後直後の1946年9月に、学園
にとっての最初の高等教育機関、南
山外国語専門学校をスタートさせま
す。これが、戦後の学制改革により、
他の旧制の高等教育機関とともに、
1949年4月、新制大学に転換し、南
山大学となりました。
　75周年を企画するに際して、本学
の起点を戦後の学制改革に求める
のではなく、学園にとっての高等教育
機関の始まりである外専の設置にす
べきであろうと考えました。75周年に
向け、皆さまのご協力をお願いします。

副学長
（総務担当・将来構想担当）

法学部  教授

青木　清
専攻分野

国際私法、韓国法

  長期研究テーマ

日韓渉外家族法の研究

　英語教育センター長や英米学科
長をしていたために英語教育が私の
専門だと思っている人もたくさんおら
れますが、専門は理論言語学です。
特に英語の統語論について研究し
ています。アメリカ留学中にTAとして
教えていた時から数えて35年間にわ
たって教育に携わってきましたが、思
い返すと、学生の笑顔を心の糧に
ずっと全力で走り続けてきたような気
がします。ポストコロナの新しい生活
様式が求められる時代になっても、
キャンパスに笑顔があふれる南山大
学にしていきたいと思っています。みな
さま、どうぞご支援をよろしくお願いい
たします。

副学長
（学務担当）

外国語学部  教授

鈴木 達也
専攻分野

言語学、英語学

  長期研究テーマ

生成文法理論による
統語論研究

　キサラ学長の下で、副学長（研究
推進担当・教育支援担当）が創設さ
れました。最高学府である大学の役
割は、研究活動を通して社会に貢献
しながら、社会で活躍できる人材育
成を行うことにあります。技術革新に
よって社会がグローバル化する中で、
「地球規模の関心」がますます重要
なものとなり、その中で新しい社会を支
える「私たちの貢献」が求められてい
ます。学生の皆さんにとって南山大学
での研究教育がその第一歩となるよ
うに、皆さんと一緒にこの活動を展開
していきたいと考えています。よろしくお
願いします。

副学長
（研究推進担当・教育支援担当）

経営学部  教授

奥田 隆明
専攻分野

経営戦略論、交通事業論、
地域戦略論

  長期研究テーマ

交通プロジェクトの構想・評価

学長

人文学部  教授

ロバート・キサラ
専攻分野

宗教学

  長期研究テーマ

  現代宗教と社会

　中国の国境地帯にある少数民族
地域でのフィールドワークを軸に、中
国の政治変容や東アジアの国際関
係を研究しています。この研究をはじ
めたきっかけは、大学生の時にシルク
ロードを旅して少数民族であるウイグ
ル族の人 と々交流したこと、また北京
大学留学中のルームメイトが北朝鮮
からの留学生だったことにあります。ほ
んのちょっとした海外経験が、人生の
方向を決定づけることもあります。学部
生・大学院生が私と同じような経験を
積めるよう、Withコロナの時代にあっ
ても多文化交流の機会を提供できる
よう職務に励みます。

副学長
（グローバル化推進担当）

総合政策学部 教授

星野 昌裕
専攻分野

現代東アジア研究、
国際政治学

  長期研究テーマ

現代中国の
政治変容に関する研究



経営学部 中島裕喜教授が、
第44回中小企業研究奨励賞（準賞）を受賞

本学卒業生が第11回日経小説大賞を受賞

2021年4月 理工学部改組
理工学部 野田聡人准教授が、
2019年度電気通信普及財団賞（第35回）奨励賞を受賞

南山宗教文化研究所の金承哲教授の著書が
「2020年度カトリック学術奨励金『研究奨励賞』」と
「第73回日本推理作家協会賞 評論・研究部門」を受賞

理工学部 野田聡人准教授の研究が、
総務省の2020年度「戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）」に採択

名誉教授が春の叙勲受章

理工学部 鈴木敦夫教授が、
日本オペレーションズ・リサーチ学会 第21回業績賞を受賞

　経営学部経営学科の中島裕喜教授の著書『日
本の電子部品産業』（名古屋大学出版会、2019
年）が、2019年度の第44回中小企業研究奨励
賞（準賞）を受賞しました。
　本賞は、商工総合研究所が、中小企業に関す

る優れた図書または定期刊行物に発表された論
文を表彰するものです。2019年度は、2018年8
月1日から2019年7月31日までに刊行された図
書または論文を対象としており、88点の応募の
中から選ばれました。

　中島教授からは、受賞にあたり「南山大学の皆
様をはじめ、多くの方々のお力添えによって頂くこ
とができました。深く感謝しております。これを機
にさらに研究に励みたいと思います。」とお話しい
ただきました。

　本学文学部人類学科卒業生である湊ナオさん
の「東京普請日和」が第11回日経小説大賞を受賞
しました。
　湊さんからは、受賞にあたり「小説には、建設・
再開発ラッシュに沸く東京とともに、主人公たちの
故郷として、愛知、懐かしい給水塔と水道みちの風
景を書きました。主人公が設計に携わっているの
も、南山のアントニン・レーモンド建築のなかで勉学

に(遊びに？)励んでいた私自身の経験が根底にあ
るのだと感じています。日経小説大賞については、
第7回受賞の西山ガラシャ先生も南山短期大学出
身とうかがっており、見よ、南山の底力を……と、現
在関東のはしっこ在住のため、筑波山に向かって、
つぶやいています。なにより、私を書くことに向かわ
せた、モノゴトを面白がる気持ちは、確実に南山大
学文学部人類学科で培われたのだと思います。感

謝を。そして『東京普
請日和』。よろしけれ
ば母校の皆さまにも、
ぜひお手に取ってご
覧いただければと思
います。」とお話しい
ただきました。

　この度、文部科学省に対して理工学部新学科
設置の届出および、収容定員の増加に係る学則
変更認可申請を行い、2020年8月5日に認可され
ました。
　これにより、2021年4月から理工学部は既設の
ソフトウェア工学科に加え、データサイエンス学
科、電子情報工学科、機械システム工学科を開設
します。
　新しい理工学部では、理学の基礎の上に、AI・
IoTを支える4つの基盤技術（ソフトウェア技術、

数理技術、電子通信技術、機械制御技術）を相
乗的に学ぶことができます。また、主な専門分野
に加え、他学科の専門分野を学ぶことができる
副専攻制を導入。2つの専門性を併せ持つ技術
者を育てます。
　詳細は、理工学部特設サイトをご覧ください。
https://www.nanzan-u.ac.jp/special-fos/

　理工学部機械電子制御工学科の野田聡人准
教授が、公益財団法人電気通信普及財団主催
「第35回電気通信普及財団賞（テレコムシステ
ム技術賞） 奨励賞」を受賞しました。
　本賞は、情報社会の進展に貢献する情報通信
技術の開発、応用等について技術的、工学的観

点から研究したもので、原則2014年以降に学術
誌に発表、または掲載された研究論文、出版され
た著作等、及び原則2009年以降に情報通信に
関する国際標準として採択されたもの、また、標
準化の方向付けに貢献したものを対象としてい
ます。

　理工学部機械電子制御工学科の野田聡人准
教授の研究「柔軟伸縮素材を伝送媒体とする接
触・非接触併用型二次元通信の研究開発」が、
総務省の2020年度「戦略的情報通信研究開発
推進事業（SCOPE※）」電波有効利用促進型研
究開発（先進的電波有効利用型）フェーズIIに採
択されました。
　総務省の情報通信分野の競争的資金である

「 戦 略 的 情 報 通 信 研 究 開 発 推 進 事 業
（SCOPE）」の社会展開指向型研究開発と電波
有効利用促進型研究開発の2020年度公募に
おいて、全国で85件、東海4県（岐阜、静岡、愛
知、三重）から11件の応募がありました。
　これらの提案について、外部有識者による評
価の結果、東海4県からは野田准教授の研究を
含む2件が採択されました。

※SCOPE：Strategic Information and
   Communications R&D Promotion
   Programme
情報通信技術（ICT）分野の研究開発におい
て、新規性に富む研究開発課題を大学・独立
行政法人・企業・地方自治体の研究機関など
から広く公募し、外部有識者による選考評価の
上、研究を委託する競争的資金です。

　令和2年春の叙勲において、岡部朗一名誉教
授が瑞宝中綬章を受章しました。
　岡部名誉教授は、1967年南山大学外国語学

部助手となった後、1969年同講師、1975年同助
教授、1984年に同教授に就任。南山大学外国
語学部長、同副学長などを歴任しました。

2009年に南山大学名誉教授の称号を授与さ
れました。

　理工学部システム数理学科の鈴木敦夫教授が
「日本オペレーションズ・リサーチ学会　第21回業
績賞」を受賞しました。
　本賞は、オペレーションズ・リサーチの研究・教
育・実施等に関わる活動に顕著な業績を挙げた

個人に対して贈られるものです。
　選考委員会は、鈴木教授が都市施設配置問
題の研究で顕著な業績を挙げていることや、実
務におけるスケジューリング問題に精力的に取
り組んでいること、また国際的な幅広い研究交

流や若手の育成に
活躍されていると評
価しています。

　今回の受賞論文は、東京大学大学院新領域創
成科学研究科・篠田裕之教授との共著「Inter-IC 
for Wearables (I2We): Power and Data 
Transfer Over Double-Sided Conductive 
Textile」（IEEE、IEEE Transactions on Biomedical 
Circuits and Systems、2019年2月）です。

　南山宗教文化研究所、人文学部の金承哲教授
の著書『遠藤周作と探偵小説　痕跡と追跡の文
学』（南山大学学術叢書）（教文館）が、日本カトリッ
ク大学連盟の「2020年度カトリック学術奨励金『研
究奨励賞』」を受賞。本賞はキリスト教ヒューマニズ

ムに根ざす学術研究を奨励し、同研究の向上発展
に資するため、これらの研究に優れた成果を収めた
研究者に対して贈られるものです。また、同著書が
「第73回日本推理作家協会賞　評論・研究部門」
を受賞しました。本賞は年に1度、厳正なる選考によ

り優秀な長編小説・短
編小説・評論を選び、
表彰されるものです。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、南山大学では、学生・教職員を始めとする皆様の安全安心を最優先に考えた結果、予定していた以下のイベントを
中止といたしました。

■  南山エクステンション・カレッジ公開講演会（2020.3.7）
■  2019年度卒業式（2020.3.20）
■  フレッシュマン祭（2020.3.31-2020.4.3）
■  2020年度入学式（2020.4.1）
■  Bun Bun Festa
■  体育会入会式
■  後援会総会（2020.6.27）

■  第61回上南戦（2020.7.3-2020.7.5）
■  ゆかたフェス（2020.7.10）
■  友の会総会（2020.7.15）
■  夏休み水泳教室
■  小・中学生向け講座「大学で、未来の自分を探してみよう！」
■  野外宗教劇「受難」（2020.10.3）
■  大学祭「南山祭」（2020.11.1-2020.11.3）

※本記事は、2020年9月1日現在の情報です。今後、新型コロナウイルス
感染拡大防止の観点から、中止や延期、開催方法の変更をさせていただ
く場合がございます。予めご了承ください。

2020.10.31

受験生のための入試説明会
　10月31日（土）に、「受験生のための入試説明会」を開催します。これは、本
学の一般選抜（一般入試、全学統一入試、共通テスト利用入試）の受験をお
考えの皆様を対
象としたイベント
で、当日は入試説
明や個別相談な
どを実施予定で
す。また、各企画
にオンラインで参
加いただくことも
可能です。
　詳細は大学公
式Webページ「受
験生の皆様」をご
覧ください。 https://www.nanzan-u.ac.jp/admission/

イベント中止のお知らせ

Webオープンキャンパス
　今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、オンラインで
開催しました。7月1日に特設ページを開設し、入試制度や学内施設、留
学制度、学生生活など動画による大学紹介を行いました。
　他にも7月18日・19日には、限定企画としてオンラインによる学科説
明・模擬授業、多文化交流ラウンジ（外国人留学生と一緒に多文化交流
を体験）、YouTubeライブ配信企画を実施しました。さらに両日程に加
え、7月26日、8月2日にもオンライン個別相談を実施しました。

2020.7.1 ‒ 2020.8.31 

2020.3.1 ‒ 2020.11.3

特設サイトはこちら▶



 

　キャリア支援室では毎年多彩なプログラムを実施しています。「キャリアサポートプログラム」は、特に低年次生
の参加を推奨していますが、すべての学年の皆さんが参加可能です。また、学部3年次生と大学院修士1年次生向
けには、「就職支援プログラム」を実施します。今年度の第1～２クォーターのプログラムはふだんとは異なるオンラ
インによる配信で実施しており、低年次から万全の体制でキャリア形成をサポートしています。

新入生に向けたこの講座では、各学科の教員や上級生から
大学での授業の進め方や取り組み方、卒業後の進路などの説
明を受け、自らの大学生活での具体的な目標や課題を設定し
ました。

「就職ガイダンス」、「公務員ガイダンス」、就職講座「自己理解・自己PR」・「業界研究・
エントリーシートの書き方」・「筆記試験対策」・「マナー講座」・「動画選考対策講座」・
「優良中堅・中小企業の探し方」・「帰国留学生就職ガイダンス」をオンラインで配信し、
就職活動への心構えや就職支援プログラムのスケジュールなどを確認しました。

第３クォーター以降は、引き続き、就職ガイダンス、就職講座やワークショップなどで
就職活動に向けて具体的な準備を進めます。

就職活動やキャリア形成に関する相談は予約制で受付け、学生の皆さんの環境や
相談内容に応じてオンライン、電話または対面で対応しています。段階的にではありま
すが、来室しての資料の閲覧なども可能となり、手指の消毒や他の利用者との適切な
間隔を保つこと、長時間の滞在を避けることなどをお願いしています。

「進路届」の提出および、「就職活動体験記」執筆のご協力をお願いいたします。「進
路届」は、ゼミや指導教員への報告とは別に、進路が決まった時点でキャリア支援室へ
の提出が求められています。また、「就職活動体験記」は後輩の皆さんにとって何物に
も代えがたい貴重な資料となりますので、ぜひご協力ください。
「進路届」、「就職活動体験記」の提出方法やフォーマットなどはキャリア支援室の
Webページでご確認ください。

学部学科別学び方講座（1年次生対象）

キャリアサポートプログラム 就職支援プログラム

卒業後の進路が決まった
学生の皆さんへのお願い

キャリア支援室 
プログラム紹介

　インターンシップとはなにか。その活用方法や参加する上
での心構え、マナーを学ぶ講座を実施しました。参加学生は
インターンシップの意義や参加手順について理解を深め、実
習時や社会生活で活用できるビジネスマナーなどを身につ
けました。

インターンシップサポート
［ガイダンス（文系・理系）、選考対策、ビジネスマナー］

第３～４クォーターでは、各界で活躍する卒業生から、
社会人としてのやりがいや生きがい、学生時代の体験
を聞かせていただく「卒業生に聞いてみよう！」、実践・
体験を通して自らの適性・強み・弱点を知る「テーマ別
ワークショップ」や、業界・職種について理解を深める
「業界・職種研究会」など多彩なプログラムを予定して
います。

安全な輸送サービスを提供するために

前原 一幾
情報理工学部ソフトウェア工学科
2012年度卒業

Profile 
２０１３年４月近畿日本鉄道株式会社に入社。駅係員を約１年、車掌を約２年経験し、現在は富吉列車区に所属し特急運転士として
名古屋線、山田線、鳥羽線で乗務。

私は、近鉄の特急運転士として近鉄名古屋駅
～大阪難波駅を結ぶ新型名阪特急「ひのとり」
をはじめ、通勤、通学等で利用される急行、普通
電車など様々な列車を担当しています。運転士
は、お客様の命や財産をお預かりしながら、目的
地へと安全、快適にお運びする責任の重い仕事
ですが、お子様から手を振られたり、鉄道ファン
の方からカメラを向けられたりと注目を浴びる仕
事です。運転士になるためには、登用試験に合
格し、約８ヵ月の教習期間を経て、動力車操縦者
運転免許という国家資格を取得しなければなり
ません。そのため、免許を取得した時は今までに
味わった事のない達成感があり、この仕事にとて
もやりがいを感じています。
学生時代は特に部活動の運営に力を入れまし

た。軽音楽部で、バンド活動に励む一方で部活
動の運営に携わっていました。当時、瀬戸キャン
パスで唯一の軽音楽部だったので、１００人以上
の部員が所属しており、楽器が得意な人も不得

意な人もみんなが楽しめるように全員とコミュニ
ケーションを取りました。なかなか顔を出さない
部員に声をかけると、楽器が得意な部員がいる
中でバンド活動がしづらいという声を聞き、ライ
ブをする機会を増やしたり、学年
で絞ったライブを実施してみたり
と工夫することができました。そ
れを実現できたのも南山大学の
協力があったからです。
仕事においても私は日頃から
積極的に社員とコミュニケーショ
ンを取るように心がけています。
それは異常時は社員と協力して
お客様の安全を守らなければな
らないためです。また、2、３０年
と運転士を勤められている方も
おり、積極的にコミュニケーショ
ンを取ることでいろいろな経験
談を聞き、日々の乗務に役立てて

います。今後も、学生時代で培ったコミュニケー
ション能力を活かし、社員一丸となって安全な輸
送サービスを提供していきます。

小阪 知弘 （こさか ともひろ）
外国語学部 スペイン・ラテンアメリカ学科 准教授
専攻分野は、スペイン文学、近現代スペイン演劇、比較文学。
研究テーマは、ガルシア・ロルカの前衛演劇、「テクストとしての都市」ス
ペイン、スペイン語圏における日本文学の受容、スペイン現代映画、他。
主な担当科目は、スペイン文学A、スペイン文学特殊研究B、スペイン語
翻訳法Ⅰ、ヨーロッパとの出会い７、演習。

パフォーマンス研究を
通して洞察する
スペイン文学
私はスペイン文学、とくに近現代スペイ

ン演劇と比較文学を研究対象としていま
す。同時に、私は世界文学の観点からス
ペイン文学の諸相を俯瞰しています。私
が担当する3、4年生対象科目である演
習（ゼミナール）を紹介したいと思います。
ゼミナールを運営するにあたり、私は二
方向性の研究姿勢に基づいて講義を
展開させています。第一に、小阪ゼミでは
スペイン語で書かれたテクスト分析をおこ
ないます。日本語訳がある場合はスペイン
語の原典と日本語版を対照させ、物語

内に配されている記号やシンボルの解析
をおこなうことで、テクストの深部に潜在す
る隠れた次元を学生たちと発見する知
的営為を進展させます。第二に、パ
フォーマンス研究の観点から、スペイン語
で書かれた劇テクストを実際に舞台にの
せる実践的研究をおこなっています。具
体的には、ゼミ生を中心として、毎年12月
に上演しているスペイン語劇の朗読会を
おこないます。そして、舞台を彩る小道具
を選定し、俳優を決めると同時に、照明
係、音響係そして字幕係など技術スタッ
フを選び、集団的知的作業を媒介とし
て、書かれたテクストをパフォーマンスの次
元へと詩的に移し替えていくのです。この
ように、私は学生たちと共に、パフォーマン
ス研究を通して、スペイン文学を洞察する
実践的研究を日々 展開させています。

スペイン語劇 ゼミ生と
刊行した書籍の表紙 昨夏に参加した欧州経営史学会の

年次大会（オランダ）

　私は「経営史」という学問分野を研究
しています。企業経営に関する様 な々学
問分野では最先端の情報に関心が集ま
りがちですが、あえて私は「歴史」に目を向
けて研究しています。21世紀のグローバル
社会では世界は均質になり国や地域の
相違は意味を持たなくなると考える人がい
ます。しかし国や地域の特色は現在も多
様であり、それは必ず歴史的に形成され
たものです。企業経営についても同じこと
が言えると考えています。
　その中でも私はこれま
で日本の中小企業の経
営発展に興味を持ち、
エレクトロニクスの部品を
開発・生産している企業
の歴史を調査してきまし
た。例えば、皆さんが使
用しているiPhoneなど

企業経営の競争力を
「歴史」の視点で
解き明かす

のスマートフォンには数百もの微細な部品
が搭載されており、その多くは日本の部品
メーカーによって供給されています。彼ら
はいわば現在のエレクトロニクス産業の
「縁の下の力持ち」ですが、その高い能
力は終戦直後から現在に至る長い歴史
の中で培われたものです。私は、こうした
歴史調査の成果をまとめ、昨年『日本の
電子部品産業-国際競争優位を生み出
したもの』（名古屋大学出版会）という書
籍を出版しました。また日本の電子部品
メーカーの経営史は国際的にも関心が
高く、外国の学会等でも研究発表してい
ます。今後は、日本の代表的な産業都市
である名古屋の企業の歴史調査を進
め、理解を深めたいと考えています。

中島 裕喜（なかじま ゆうき）
経営学部 経営学科 教授
専攻分野は、近現代の日本経営史。
研究テーマは、エレクトロニクス分野を中心とした産業・企
業の経営発展や技術発展の史的分析。
主な担当科目は、経営史Ａ・Ｂ、経営学総論。

今回の留学を通して、たくさんの人 と々の出会いや様々
な経験をすることができました。まず、ボランティア活動では、
留学先大学の主催している海岸清掃に参加したり、留学
生が母語や文化を現地学生に教えるクラスで、「日本語の
先生」として全10回の講座を開きました。始めた当初は、自
分の伝えたい文化を英語で上手く表現できなかったり、生
徒たちの興味を惹きつけることが難しく、楽しんでもらえてい
ないのではないかととても落ち込みました。しかし、毎回終了
後にグループのメンバーで反省点を話し合い、改善点や目
標を決めて次に生かしていくうちに、生徒の反応が良くなり、

興味をもって質問をしてもらったり、企画に対して笑い声など
の反応が聞こえたりしてとても嬉しかったです。
また、留学中に他の国 も々旅行したことで、よりマレーシア
の文化や言語環境について強く感じることができました。マ
レーシアで話されている訛りのある英語は、まさしくコミュニ
ケーションのツールとして使われているということを日々 感じ、
自分が伝えたいという気持ちと言葉を発する勇気さえあれ
ばコミュニケーションはとれるということを、身をもって知ること
ができました。私は、日本で英語を話す際には、きちんとした
文法を使わないと恥ずかしいという気持ちと、滑らかな発音
をしなければ、という思いから、なかなか発言できなかったり、
声が小さくなってしまっていました。マレーシアは英語圏では
なく、シンガポールほど英語が堪能な国でもありません。しか
し、私にとっては、気負わず自分の言いたいことを伝える練
習ができる、ベストな環境だったと思います。
自分の研究分野である英語教育に関しては、教育学
部で教員を目指す生徒に混ざって授業を受け、多くのこと
を学ぶことができました。日本の教員養成課程ではあまり時
間をかけられていない、教員自身のプレゼンテーション能力
やスピーチの能力を伸ばす授業が沢山あり、クラスメイト達
のレベルの高さに圧倒されながらも、刺激的な経験をするこ
とができました。また、現地の二つの中学校へ訪問する許可

を頂き、実際に英語の授業や、学校の設備を見学させても
らうこともできました。驚いたことは、約1時間の授業の中で、
生徒が一度も鉛筆を手にしなかったことです。生徒たちは
下を向くことなく、先生の話やクラスメイトの話に耳を傾け、
議論に集中していることが伺えました。これから、実際に自分
の目で見て経験したことをもとに、日本とマレーシアの教育比
較を卒業論文にまとめていきたいと思います。
今回の留学では、言い表しきれないほど沢山の経験を

することができました。現地に行き、現地の人と話し、実際に
暮らしてみなければ気づけない学びがたくさんありました。多
文化社会であるマレーシアからは、他の文化を尊重する大
切さを学びました。この留学での学びを、これからの人生で
も大切にしていきたいと思います。

外国語学部英米学科４年　新井 瑞季
留 学 先：University of Science, Malaysia
留学種別：交換留学
留学期間：2019年9月2日～2020年1月19日

マレーシアでの交換留学
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学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
当期収入合計
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科　目
収入の部

予算額 決算額 差異
9,842,126
714,844
199,863
1,307,744

43
178,221
82,034
242,620

0
2,096,106
2,485,951

△ 2,128,545
15,021,009
32,920,266
47,941,275

12,233
50,974
60,196

△ 233,888
△ 10
17,857
△ 9,968
△ 24,789

0
△ 3,357
△ 82,912
△ 2,501

△ 216,166
0

△ 216,166

9,854,359
765,818
260,059
1,073,856

34
196,078
72,066
217,831

0
2,092,749
2,403,039

△ 2,131,046
14,804,843
32,920,266
47,725,109

人件費支出
　(退職金支出)
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
法人本部費配賦額
当期支出合計
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

科　目
支出の部

予算額 差異決算額
6,823,647
(233,895)
2,929,580
579,907
71,403
512,750
736,320
261,519
152,009
3,353,882

0
△ 1,160,197

285,568
14,546,388
33,394,886
47,941,275

1,571
(△ 30,736)
255,950
124,474

4
0

△ 95,798
4,488

△ 20,009
△ 80,212

0
2,471
25,964
218,903

△ 435,068
△ 216,166

6,825,218
(203,159)
3,185,530
704,381
71,407
512,750
640,522
266,007
132,000
3,273,670

0
△ 1,157,726

311,532
14,765,291
32,959,818
47,725,109

第1表   2019年度 資金収支計算書 
　　　　　（2019年4月1日から2020年3月31日まで）　

学生生徒等納付金収入  
手数料収入  
特別寄付金収入  
一般寄付金収入  
経常費等補助金収入  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動資金収入計  
人件費支出  
教育研究経費支出  
管理経費支出  
教育活動資金支出計  
　　　 差引
　　　 調整勘定等  
教育活動資金収支差額  
施設設備補助金収入
施設整備等活動資金収入計  
施設関係支出  
設備関係支出
減価償却引当特定資産繰入支出
施設整備等活動資金支出計
　　　 差引  
　　　 調整勘定等  
施設整備等活動資金収支差額  

  小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）
長期貸付金回収収入  
預り金受入収入  
貯蔵品売却収入  
その他の収入  
　　　　　小計  
受取利息・配当金収入  
過年度修正収入  
その他の活動資金収入計  
借入金等返済支出  
イブ・ハツエ国際交流奨励金引当特定資産繰入支出
長期貸付金支払支出  
預り金支払支出  
その他の支出  
　　　　　小計  
借入金等利息支出  
過年度修正支出  
その他の活動資金支出計  
　　　 差引  
　　　 調整勘定等  
その他の活動資金収支差額  

予備費   
法人本部費配賦額   
支払資金の増減額（小計+その他の活動資金
収支差額-予備費-法人本部費）   
前年度繰越支払資金   
翌年度繰越支払資金   

科　目 差異

第2表  2019年度 活動区分資金収支計算書 
　　　　 （2019年4月1日から2020年3月31日まで）

2019年度決算について

　2019年度は、2017年度からスタートしたキャンパス整備計画「レーモンド・リノベーション・プロジェクト」において、N棟、第2研究室棟など建
物の改修、洋弓場の整備および排水・舗装・造園など外構工事を行いました。
　このプロジェクトは、本学キャンパスの設計者であるアントニン・レーモンド氏の設計思想である「自然を基本として」を継承するものであり、今後
2021年度まで、学生生活環境や学習環境の充実に向け進めていきます。
　本学では、「NANZAN BULLETIN」「南山大学概要」「南山大学公式Webページ」において財政状況を公開し、透明性確保に努めていま
す。今回は、2019年度決算および2020年度予算の概要について、財務諸表をもとに説明させていただきます。

　第1表は資金収支計算書であり、本学における1年間の活動に伴う収
入と支出の資金の記録です。（以下、予算額は補正予算額を指す）
　収入の部では、補助金収入が予算額に対して234百万円の大幅増加
となっています。これは、私立大学等経常費補助金の一般補助が2018年
度決算額に基づき算出されており、レーモンド・リノベーション・プロジェクト
による教育研究経費支出および教育研究用機器備品支出（計算書上は
設備関係支出に含まれる）が高額であったこと、および2019年度の本学
の学生数が各学部ともほぼ収容定員通りの人数であったことが、補助金
の算出上プラスに作用したためです。
　支出の部では、人件費支出、教育研究経費支出、管理経費支出とも、
予算額内で執行しました。施設関係支出（建物・構築物）が予算額を超過
しているのは、レーモンド・リノベーション・プロジェクトの改修費用について、
補正予算時に教育研究経費支出として計上したものを、工事形態に応じ
て施設関係支出に変更したためであり、工事総額は増加していません。
　なお、例年南山学園の設立母体である神言修道会から、本学に勤務
する神言修道会会員の人件費節約額として本学への財政支援がなされ
ています。2019年度は総額14百万円の援助があり、パッヘ研究奨励金の
原資として充当しました。

　第2表の活動区分資金収支計算書は、教育、施設整備等、その他の3つ
の活動区分毎に資金収支を見ることができるようにした計算書です。教育活
動資金収支は、学生生徒等納付金・補助金・寄付金などの収入と人件費・教
育研究経費支出など、本来の学校教育活動に係る収入・支出です。第2表を
見ていただくと、教育活動資金収支は2,079百万円の収入超過となっていま

す。施設整備等活動資金収支はレーモンド・リノベーション・プロジェクトの
支払があるため、831百万円の支出超過です。その他の活動資金収支は
488百万円の支出超過となっており、法人本部費配賦額286百万円の支
出を加え、南山大学全体では475百万円の資金増加となっています。
　第1表の資金収支計算書が、本学の資金にかかる収入および支出の顛
末を表しているのに対し、第3表の事業活動収支計算書では、本学の経営
状態が健全かどうかを見るための収支状況を表しています。第3表は第2
表同様に3つの活動区分に分かれており、それぞれの区分毎の収支状況
を見ることができます。この3つの活動区分のうち、特別収支を除く、教育活
動収支と教育活動外収支の合計である経常収支により、学校の経営状況
を見ることができます。経常収支差額は750百万円の収入超過となりました
が、当年度収支差額はレーモンド・リノベーション・プロジェクトによる基本金
組入額が高額であることにより、173百万円の支出超過となっています。な

お、当年度収支差額の支出超過は、少なくともレーモンド・リノベーション・プ
ロジェクトが完了するまで続く見込みです。
　第4表の貸借対照表は、年度末時点における資産、負債、純資産（基本
金＋繰越収支差額）の状態を表しています。資産の部では、固定資産のう
ち有形固定資産について、前年度末より変動が大きい建物・構築物は、
レーモンド・リノベーション・プロジェクトによる資産取得および除却によるも
のです。また特定資産では、将来の固定資産の再取得（建て替え等）に備
え、2019年度より南山学園内のすべての学校において、減価償却引当特
定資産を積み立てております。負債の部は長期借入金返済のため前年度
末より減少していますが、これは過去のキャンパス整備計画（建物等取
得）の際支出に充てた借入金を返済したものであり、このことにより基本金
（第1号基本金）の組入が発生し、純資産の部は前年度末より増加してい
ます。

教
育
活
動
資
金
収
支

決算額予算額
9,854,359
765,818
254,759
5,300

1,049,927
196,078
215,154

12,341,395
6,825,218
3,185,530
703,073

10,713,821
1,627,574
33,644

1,661,218
23,929
23,929
640,522
266,007
132,000
1,038,529

△ 1,014,600
177,966

△ 836,634
824,584
32,516

2,090,229
34

18,661
2,141,440
72,066
2,677

2,216,183
512,750

0
38,559

2,043,949
21,710

2,616,968
71,407
1,308

2,689,683
△ 473,500

0
△ 473,500

0
311,532

39,552

32,920,266
32,959,818

9,842,126
714,844
194,665
5,198

1,283,815
178,221
239,772

12,458,641
6,823,647
2,929,580
578,390

10,331,617
2,127,024
△ 48,166
2,078,858
23,929
23,929
736,320
261,519
132,000
1,129,840

△ 1,105,911
274,955

△ 830,955
1,247,903
28,783

2,174,788
43

19,052
2,222,666
82,034
2,848

2,307,548
512,750
20,009
16,459

2,154,039
19,086

2,722,343
71,403
1,516

2,795,263
△ 487,715

0
△ 487,715

0
285,568

474,620

32,920,266
33,394,886

12,233
50,974
60,094
102

△ 233,888
17,857

△ 24,618
△ 117,246

1,571
255,950
124,683
382,204

△ 499,450
81,810

△ 417,640
0
0

△ 95,798
4,488

0
△ 91,311
91,311

△ 96,989
△ 5,679

△ 423,319
3,733

△ 84,559
△ 9

△ 391
△ 81,226
△ 9,968
△ 171

△ 91,365
0

△ 20,009
22,100

△ 110,090
2,624

△ 105,375
4

△ 208
△ 105,580
14,215

0
14,215

0
25,964

△ 435,068

0
△ 435,068

（単位：千円）

固定資産   
　有形固定資産  
　　土地
　　建物
　　構築物
　　教育研究用機器備品
　　管理用機器備品
　　図書
　　建設仮勘定
　特定資産  
　　退職給与引当特定資産
　　減価償却引当特定資産
　　南山大学短期留学奨学金引当特定資産
　　南山大学施設設備拡充引当特定資産
　　イブ・ハツエ国際交流奨励金引当特定資産
　その他の固定資産
　　電話加入権
　　施設利用権
　　長期貸付金
　　ソフトウェア
流動資産   
　現金預金
　未収入金
　貯蔵品
　立替金
　前払金
資産の部合計   

科　目
資産の部

2019年度末 2018年度末 増減
39,497,802
38,167,020
9,193,414
20,488,133
1,566,349
1,024,669
20,025

5,849,831
24,599

1,040,000
140,000

0
500,000
400,000

0
290,782
5,672
4,339
57,734
223,037

33,265,791
32,924,721
265,382
6,136
92

69,461
72,763,593

△ 265,420
△ 320,344

0
△ 508,690
191,548
△ 14,163
△ 1,436
30,541

△ 18,144
152,009

0
132,000

0
0

20,009
△ 97,086

0
0

△ 12,788
△ 84,297
361,247
470,166

△ 115,178
1,642
△ 52
4,668
95,827

39,232,382
37,846,676
9,193,414
19,979,443
1,757,896
1,010,506
18,589

5,880,372
6,455

1,192,009
140,000
132,000
500,000
400,000
20,009
193,697
5,672
4,339
44,946
138,740

33,627,038
33,394,886
150,205
7,778
40

74,129
72,859,420

第4表   貸借対照表 
　　　　  （2020年3月31日現在）

固定負債   
　長期借入金
　長期未払金
　退職給与引当金
　長期預り金
流動負債   
　短期借入金
　未払金
　前受金
　預り金
負債の部合計   

科　目
負債の部

2019年度末 2018年度末 増減
9,705,646
6,759,680
790,300
2,000,543
155,123
3,986,291
512,750
1,090,212
1,977,951
405,379

13,691,937

△ 537,787
△ 512,750

9,015
△ 38,072
4,020

126,438
0

△ 8,448
118,156
16,730

△ 411,350

9,167,859
6,246,930
799,316
1,962,470
159,143
4,112,729
512,750
1,081,764
2,096,106
422,108

13,280,588

基本金   
　第１号基本金
　第２号基本金
　第３号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額   
　翌年度繰越収支差額
純資産の部合計   
負債及び純資産の部合計   

科　目
純資産の部

2019年度末 2018年度末 増減
52,140,433
46,712,912

0
4,597,721
829,800
6,931,223
6,931,223
59,071,656
72,763,593

685,901
596,753

0
10,948
78,200

△ 178,725
△ 178,725
507,176
95,827

52,826,334
47,309,665

0
4,608,669
908,000
6,752,498
6,752,498
59,578,832
72,859,420

予備費    
法人本部費配賦額    
基本金組入前当年度収支差額    
基本金組入額合計    
当年度収支差額    
前年度繰越収支差額    
基本金取崩額    
翌年度繰越収支差額    
     

（参考）    
事業活動収入計    
事業活動支出計（※）    
    
経常収入    
経常支出

（単位：千円）

（注）各計算書の予算額は補正予算額。      
　　各計算書および貸借対照表において、金額は千円未満を四捨五入しているため、
　　合計額が一致しない場合がある。     

(※）法人本部費配賦額を含む。

学生生徒等納付金  
手数料  
寄付金  
経常費等補助金  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動収入計  
人件費  
　（退職給与引当金繰入額） 
教育研究経費  
　（減価償却額） 
管理経費  
　（減価償却額） 
徴収不能額等  
教育活動支出計
教育活動収支差額  

科　目 差異

第3表  2019年度 事業活動収支計算書
　　　　 （2019年4月1日から2020年3月31日まで）　　

教
育
活
動
収
支

決算額予算額
9,842,126
714,844
205,975
1,283,815
178,221
239,882

12,464,863
6,785,575
(195,823)
4,240,040
(1,305,466)
698,286
(120,462)
1,994

11,725,895
738,968

12,233
50,974
57,584

△ 233,888
17,857

△ 24,715
△ 119,955

3,478
(△ 28,829)
254,905
(449)

124,847
(△ 402)
△ 776
382,454

△ 502,409

9,854,359
765,818
263,559
1,049,927
196,078
215,167

12,344,908
6,789,053
(166,994)
4,494,945
(1,305,915)
823,133
(120,060)
1,218

12,108,349
236,559

12,607,305
12,095,460

12,546,897
11,797,298

△ 158,575
408,169

△ 129,923
382,458

12,448,730
12,503,629

12,416,974
12,179,756

事
業
活
動
収
入

事
業
活
動
支
出

資産売却差額  
その他の特別収入  
　（現物寄付） 
　（施設設備補助金） 
　（過年度修正額） 
特別収入計
資産処分差額  
その他の特別支出  
特別支出計
特別収支差額     

  

特
別
収
支

0
60,407
(33,630)
(23,929)
(2,848)
60,407
29,116
1,516
30,632
29,775

0
267,530
511,845

△ 685,253
△ 173,408
6,925,906

0
6,752,498

0
△ 28,651
(△ 28,480)

(0)
(△ 171)
△ 28,651

△ 45
△ 208
△ 253

△ 28,398
0

25,964
△ 566,744
23,147

△ 543,597
0
0

△ 543,597

0
31,756
(5,150)
(23,929)
(2,677)
31,756
29,071
1,308
30,379
1,377

0
293,494
△ 54,899
△ 662,106
△ 717,005
6,925,906

0
6,208,901

事
業
活
動
収
入
事
業
活
動
支
出

受取利息・配当金  
その他の教育活動外収入  
教育活動外収入計  
借入金等利息  
その他の教育活動外支出  
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額

教
育
活
動
外
収
支

82,034
0

82,034
71,403

0
71,403
10,631
749,600

△ 9,968
0

△ 9,968
4
0
4

△ 9,972
△ 512,382

72,066
0

72,066
71,407

0
71,407
659

237,218

事
業
活
動
収
入
事
業
活
動
支
出

施
設
整
備
等
活
動
資
金
収
支

2019年度決算・2020年度予算について



（単位：千円）

（単位：千円）

科　目

第7表  2020年度 活動区分資金収支予算書
　　　　 （2020年4月1日から2021年3月31日まで）　　

教
育
活
動
資
金
収
支

予算額

施
設
整
備
等
活
動
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
資
金
収
支

人件費
教育研究経費
管理経費
その他の事業活動支出額
基本金組入額＋当年度収支差額

事業活動収入に対する比率

53.8%
33.6%
5.5%
2.9%
4.1%

50.2%
32.9%
8.6%
1.2%
7.2%

南山大学 他大学文他複数学部

2019年度 2018年度

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
当期収入合計
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科　目

収入の部
予算額

9,956,710
714,555
252,752
1,262,019

30
189,788
70,044
296,865

0
1,855,350
2,274,808

△ 2,359,196
14,513,725
32,959,818
47,473,543

第6表   2020年度 資金収支予算書 
（2020年4月1日から2021年3月31日まで）

第5表   財務比率

純資産構成比率
繰越収支差額構成比率
流動比率（※1）
減価償却比率（※2）
総負債比率
負債比率

純資産／（総負債＋純資産）
繰越収支差額／（総負債＋純資産）
流動資産／流動負債
減価償却累計額／減価償却資産取得価額
総負債／総資産
総負債／純資産

↑
↑
↑
～
↓
↓

南山大学 他大学
計算式 評価

貸借対照表関連

81.8%
9.3%

705.6%
42.7%
18.2%
22.3%

88.2%
△13.2%
250.9%
111.6%
11.8%
13.4%

（注）他大学の数値は、日本私立学校振興・共済事業団令和元年度版「今日の私学財政」より、事業活動収支計算書関連につ
いては文他複数学部の大学部門の平均を、貸借対照表関連は文他複数学部を有する大学法人全体の平均をそれぞれ
掲載した。 
評価は、それぞれの大学の特殊性があり一概にはいえないが、一般的には「↑」は数値が高い方がよく、「↓」は数値が低
い方がよく、「～」はどちらともいえないとされている。
純資産＝基本金+繰越収支差額
総負債＝固定負債+流動負債      

※1南山大学の流動比率は流動資産から第3号基本金額を差し引いた額を分子とした。
※2分子・分母とも図書を除く      

2019年度

81.2%
9.5%

719.2%
41.1%
18.8%
23.2%

2018年度 2018年度

人件費比率
人件費依存率
教育研究経費比率
管理経費比率
借入金等利息比率
学生生徒等納付金比率
補助金比率
基本金組入率
減価償却額比率

人件費／経常収入
人件費／学生生徒等納付金
教育研究経費／経常収入
管理経費／経常収入
借入金等利息／経常収入
学生生徒等納付金／経常収入
補助金／事業活動収入
基本金組入額／事業活動収入
減価償却額／経常支出

↓
↓
↑
↓
↓
↑
↑
↑
～

南山大学 他大学

比率

比率

比率 計算式 評価

事業活動収支計算書関連

54.1%
68.9%
33.8%
5.6%
0.6%
78.4%
10.4%
5.4%
12.1%

50.6%
60.6%
33.1%
8.6%
0.1%
83.4%
7.0%
10.4%
11.9%

2019年度

52.7%
67.6%
39.6%
5.7%
0.5%
78.0%
9.0%
4.9%
10.2%

2018年度 2018年度

51.2%
64.3%
32.5%
6.9%
0.5%
79.6%
7.8%
6.6%
12.1%

2017年度

人件費支出
　（退職金支出）
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
法人本部費配賦額
当期支出合計
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

科　目

支出の部
予算額

7,148,703
(345,946)
3,004,135
728,022
65,470
512,750
358,019
203,377
143,000
3,238,849
25,502

△ 380,219
336,066

15,383,674
32,089,869
47,473,543

南山大学
（2019年度）

他大学
文他複数学部
（2018年度） 

学生生徒等納付金収入  
手数料収入  
特別寄付金収入  
一般寄付金収入  
経常費等補助金収入  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動資金収入計  
人件費支出  
教育研究経費支出  
管理経費支出  
教育活動資金支出計  
　　　差引  
　　　調整勘定等  
教育活動資金収支差額
施設設備補助金収入  
第２号基本金引当特定資産取崩収入  
その他の引当特定資産取崩収入
施設整備等活動資金収入計  
施設関係支出  
設備関係支出  
第２号基本金引当特定資産繰入支出  
その他の引当特定資産繰入支出
施設整備等活動資金支出計  
　　　差引  
　　　調整勘定等
施設整備等活動資金収支差額
小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）
借入金等収入
長期貸付金回収収入
短期貸付金回収収入
預り金受入収入
貯蔵品売却収入
その他の収入
　　　　　　　　 小計
受取利息・配当金収入
過年度修正収入
その他の活動資金収入計
借入金等返済支出  
長期貸付金支払支出  
短期貸付金支払支出  
預り金支払支出  
その他の支出
　　　　　　　　 小計
借入金等利息支出
その他の活動資金支出計
　　　差引
　　　調整勘定等 
その他の活動資金収支差額

予備費   
法人本部費配賦額   
支払資金の増減額（小計+その他の活動資金
収支差額-予備費-法人本部費）   
前年度繰越支払資金   
翌年度繰越支払資金   

9,956,710
714,555
247,452
5,300

1,248,798
189,788
296,865

12,659,468
7,148,703
3,004,135
728,022

10,880,860
1,778,608
△ 771,532
1,007,076
13,221

0
0

13,221
358,019
203,377

0
143,000
704,396

△ 691,175
△ 331,268
△ 1,022,443
△ 15,367

0
25,407
250

2,079,070
30

18,093
2,122,850
70,044

0
2,192,894
512,750
50,500
1,750

2,037,285
18,153

2,620,438
65,470

2,685,908
△ 493,014

0
△ 493,014
25,502
336,066

△ 869,949

32,959,818
32,089,869

予備費    
法人本部費配賦額    
基本金組入前当年度収支差額    
基本金組入額合計    
当年度収支差額    
前年度繰越収支差額    
基本金取崩額    
翌年度繰越収支差額    

（参考）    
事業活動収入計    
事業活動支出計（※）    
    
経常収入    
経常支出

（単位：千円）

(※）法人本部費配賦額を含む。

学生生徒等納付金  
手数料  
寄付金  
経常費等補助金  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動収入計  
人件費  
　（退職給与引当金繰入額） 
教育研究経費  
　（減価償却額） 
管理経費  
　（減価償却額） 
徴収不能額等  
教育活動支出計
教育活動収支差額 

科　目

第8表  2020年度 事業活動収支予算書
　　　　 （2020年4月1日から2021年3月31日まで）　　

教
育
活
動
収
支

予算額

9,956,710
714,555
256,252
1,248,798
189,788
296,878

12,662,981
7,117,416
(314,659)
4,331,722
(1,324,087)
841,659
(113,637)

239
12,291,036
371,945

12,751,246
12,710,213

12,733,025
12,356,506

事
業
活
動
収
入

事
業
活
動
支
出

資産売却差額  
その他の特別収入  
　（現物寄付） 
　（施設設備補助金） 
　（過年度修正額） 
特別収入計
資産処分差額  
その他の特別支出  
特別支出計
特別収支差額     

  

特
別
収
支

0
18,221
(5,000)
(13,221)

(0)
18,221
10,177

0
10,177
8,044
25,502
318,028
41,033

△ 1,226,056
△ 1,185,023
6,208,901

0
5,023,878

事
業
活
動
収
入

事
業
活
動
支
出

受取利息・配当金  
その他の教育活動外収入  
教育活動外収入計  
借入金等利息  
その他の教育活動外支出  
教育活動外支出計
教育活動外収支差額

経常収支差額  

教
育
活
動
外
収
支

70,044
0

70,044
65,470

0
65,470
4,574

376,519

事
業
活
動
収
入
事
業
活
動
支
出

53.8%
33.6%

5.5%2.9%
4.1%

50.2%

32.9%

8.6%

1.2%
7.2%

2020年度予算について
　本学における収入構造を財務比率から見ると、第5表が示す通り、2019年
度決算では学生生徒等納付金比率78.4％、補助金比率10.4％となっており、
この2つの金額が収入の大部分を占めています。この収入構造は2020年度
予算においても同様です。2020年度も引き続き、学生数確保、および補助金・
寄付金などの外部資金獲得を目指します。
　事業計画に関して、レーモンド・リノベーション・プロジェクトについては、
2019年度にN棟、第2研究室棟などの改修を行い、このプロジェクトにおける
教室棟の整備は完了しました。2020年度は構内照明や舗装等の整備を進
める予定です。

　レーモンド・リノベーション・プロジェクトの推進にあたっては、2022年3月ま
でを期限とした「レーモンド・リノベーション・プロジェクト募金」を実施しており
ます。募金で集まった資金は、上述の整備内容をはじめとした、キャンパスア
メニティの改善、学生生活環境・学習環境の充実に活用させていただく予
定です。
　また、2021年度の南山大学創立75周年に向け、昨年度より広報に関わ
る教職員や担当課室が集まる大学戦略広報ワーキンググループを設置しま
した。その中で、本学の歴史とアイデンティティに基づき、「南山大学の特色、
魅力」とは何であり、またそれをどう発信すべきかについて改めて検討して
きました。今年度も引き続きその検討を進めたうえで、本学の特色や魅力を
明確にし、それをより広くアピールできるような事業を展開することとします。

　国際化推進における事業としては、近年本学が取り組んでおります「大学
の世界展開力強化事業」が挙げられます。2015年度より上智大学と協同で
実施してきた「大学の世界展開力強化事業（中南米）」（LA P：
Sophia-Nanzan Latin America Program）は昨年度終了しました
が、LAPで作りあげたプラットフォームの一部は、外国人留学生別科サマー
プログラムの一つのコース（LAP: Late August Pre-sessional）として継
続されます。2018年度採択の「大学の世界展開力強化事業」～COIL型教
育を活用した米国等との大学間交流形成支援～は2022年度まで継続され
ますが、また新たな「大学の世界展開力強化事業」の採択に向け、今後も
積極的に取り組んでいくこととします。

　なお、掲載しております財務諸表につきまして、2020年度予算が3月に決定さ
れている関係で、前年度繰越収支差額および前年度繰越支払資金が2019年
度決算からの繰越額と一致していないことを申し添えさせていただきます。
　また、2020年度の各計算書は当初予算のものでありますが、新型コロナウ
イルス感染拡大に対応する支出予算は計上されておりません。これにつきま
しては補正予算編成時に計上いたします。

　本学では、私立大学としての公共性と説明責任を認識し、従来から財務
改善に努めるとともに、財務状況を広く公表しており、引き続きこの方針を維
持していく所存です。今後ともご理解、ご支援をお願いいたします。

（大学事務部長　福田 尚登）



■新任用教員紹介
2020年4月1日付

●外国語学部
講師 前 田 明 美
（専攻分野：スペイン文学）

●外国語学部
講師 中沢 知 史
（専攻分野：ラテンアメリカ地域研究、政治学）

●外国語学部
講師 PETERSEN, Esben
（専攻分野：教会史、宗教学）

●経済学部
准教授 神 野 真 敏
（専攻分野：社会保障論、経済政策）

●理工学部
教授 本 田 晋 也
（専攻分野：組込みシステム）

●理工学部
教授 稲 垣 伸 吉
（専攻分野：ロボット工学、自律分散システム）

●人類学研究所
嘱託講師（博士研究員）　中川朋 美
（専攻分野：考古学、人類学）

●外国語教育センター
語学講師（L.I.） ELMETAHER, Hosam
（専攻分野：英語教育）

語学講師（L.I.） LEAR, Christopher
（専攻分野：英語教育）

語学講師（L.I.） CAHILL, Kathleen
（専攻分野：英語教育）

語学講師（L.I.） GAGNON, Greg
（専攻分野：英語教育）

●教職センター/人文学部
准教授 米 津 直 希
（専攻分野：教育経営学、教育行政学）

●保健センター
助教 勝 野 飛 鳥
（専攻分野：臨床心理学、心理学）

●保健センター
助教 香 川 容 子
（専攻分野：臨床心理学）

2020年9月1日付

●人文学部
講師 寒 野 康 太
（専攻分野：教養神学、基礎神学）

●人文学部
講師 ABRAHAM, Joy Plathottathil
（専攻分野：実践神学、心理学）

特集
学長・副学長紹介 
～副学長4人体制へ～

2020.9.30

発行 学長室／〒466-8673 名古屋市昭和区山里町18  Phone : 052-832-3113（直通）
E-mail : gaku-koho@nanzan.ac.jp   https://www.nanzan-u.ac.jp/

【人文学部】
【外国語学部】
【経済学部】
【経営学部】

7名
7名
3名
3名

【法学部】
【総合政策学部】
【理工学部】

3名
4名
3名

■ 2019年度 学長表彰
卒業予定者のうち品行方正で、学業あるいは課外活動で特に優

れた成績を修めた学生、または特に顕著な善行が在学中継続した学
生30名に、その努力と栄誉を称え、学長から表彰盾を授与しました。

■ 新型コロナ対策学生応援
募金のご協力のお願い

　南山大学では、新型コロナウイルス感染
症に伴う緊急の学生支援策を行うために、
「新型コロナ対策学生応援募金」を開始し
ました。すべての学生が学修を継続できる環
境を確保し、誰一人経済的な理由で勉学を
諦めることのないよう、支援を行ってまいりま
すので、皆さまからのあたたかいご支援・ご
協力のほど、よろしくお願い申し上げます。
　詳しくは南山大学公式Web
ページでご確認ください。

■退職■ 名誉教授称号授与
　次の9名の教授に対しその功績を称え、
名誉教授の称号を授与しました。
2019年4月1日付

●人文学部
榎本鐘司 教授
2020年4月1日付

●人文学部
CAVALLAR, Osvaldo 教授
●人文学部
坂井信三  教授
●人文学部
SWANSON, Paul  教授
●人文学部
鳥巣義文  教授
●人文学部
横山輝雄  教授
●経済学部
大谷津晴夫  教授
●経営学部
斎藤孝一  教授
●短期大学部
市瀬英昭  教授

2020年3月31日付
●人文学部
教授 CAVALLAR, Osvaldo
教授 奥 山 倫 明
教授 大 塚 達 朗
教授 坂 井 信 三
教授 SWANSON, Paul
教授 鳥 巣 義 文
教授 横 山 輝 雄

●外国語学部
准教授 大 澤 広 晃
講師 遠 藤 健 太
講師 岩 崎 　 賢
講師 角山 朋 子
講師 SAKAMOTO, Fern 
講師 坂 本 真 一
●経済学部
教授 大谷津晴夫 

■学位
OTTOSON, Kevin 語学講師（L.I） 
外国語教育センター
博士（Educational Leadership）
University of New England
2018年12月31日付

MILES, Richard 講師
国際教養学部
博士（Doctor of Philosophy）
Macquarie University
2020年2月20日付

本学名誉教授 阿江茂氏がご逝去
本学名誉教授の阿江茂氏（93歳）が、2020年
7月30日にご逝去されました。謹んで哀悼の意
を表します。

本学名誉教授 泉ひさ氏がご逝去
本学名誉教授の泉ひさ氏（93歳）が、2020年
2月27日にご逝去されました。謹んで哀悼の意
を表します。

本学名誉教授 浜名優美氏がご逝去
本学名誉教授の浜名優美氏（72歳）が、2020年
2月25日にご逝去されました。謹んで哀悼の意
を表します。

■寄附者ご芳名
「南山大学レーモンド・リノベーション・プロジェクト募金」
へのご協力に感謝いたします。

「南山大学教育研究支援」へのご協力に感謝いたします。

「新型コロナ対策学生応援募金」へのご協力に感謝いたします。

匿名ご希望者
3名様

匿名ご希望者
1名様 1団体様

■友の会

南山大学友の会会員募集中
　南山大学の教育・研究活動にご支援いただける
一般および法人会員を募集しております。
［年会費］
一般会員 1口 10,000円  
法人会員 1口 30,000円
※何口でもお申込みいただけます。
友の会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/tomonokai/index.html

　友の会は南山大学をご支援いただ
いている一般および法人会員によって
組織されており、本年7月1日現在の会
員数は一般会員181名、法人会員125
法人となっています。
　今年度の南山大学友の会評議員
会・総会は、新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から中止となり、役員に
よる書面審議が行われました。（1）
2019年度事業報告および決算報告、
（2）2020年度事業計画（案）および予
算（案）について審議され、それぞれ承
認されました。

https://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/bokin/covid-19/

お問い合わせ先：南山大学学長室
Phone：052-832-3113
E-mail：gaku-koho@nanzan.ac.jp

●経営学部
教授 斎 藤 孝 一
准教授 堀 田 　 治
講師 李 　エン
●法学部
講師 三 上 佳 佑
●理工学部
教授 福 嶋 雅 夫
教授 杉 浦 　 洋
●国際教養学部
准教授 吉田早悠里

●短期大学部
教授 市 瀬 英 昭
●法務研究科
教授 都 筑 満 雄
●外国語教育センター
語学講師(L.I.)  GOTOH, Mie
●保健センター
助教 日比野円香
●国際センター
講師 森 由卯 子

中 根 貞 幸 様
牟田口義美 様

佐 野 恵 子 様水 野 壽 子 様
安 田 文 吉 様

岡 田 コ ウ 様
三 鬼 雷 多 様

徳倉建設株式会社
代表取締役　徳 倉 正 晴 様

宗教法人カトリック神言修道会 様
物質文化研究会 様
三機工業株式会社中部支社
常務執行役員・支社長　朝 倉 和 昭 様

南山経済人クラブ 様

【人文学部】
【外国語学部】
【経済学部】
【経営学部】

21名
21名
15名
15名

【法学部】
【総合政策学部】
【理工学部】
【国際教養学部】

15名
15名
12名
9名

■ 2020年度 学部長表彰
年度ごとに品行方正で学業に優れた成績を修めた
学生123名に、その努力を称え学部長から表彰状を授
与しました。




